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は しが き
日本の中心地研 究は,第 二 次世界大戦前 に盛 んに行 なわれた商 圏 ・都市勢力 圏研究 に接続す る
形で,戦 後 始 まった.Christallerの研究が,木 内信 蔵(東 京大学)の 手にな る日本で最初の都市
地理学の学術書 の中で初 めて紹介 された後,石 水照雄(東 京教育大学)が 海外 の中心地研究 の動
向 を詳細 に論 評 し,水 津一朗(京 都大学)は 中心地理論 を咀囎 して独 自の地域論 を展開 した.本
格的な実証研 究 は,東 北 日本 をフィール ドとす る渡辺 良雄(東 北大学)の 一連 の研究 をもって嗜
矢 とし,続 いて森 川 洋(広 島大 学)が 西南 日本 を フィール ドとして精 力的に研究 を進 めた。渡
辺 と森川 は,そ れぞれ1960年代初 め と1970年代 初 めに研 究成果 を博 士学位論 文に まとめ,森 川
は直後 に日本で最初の中心地研 究の学術本 としてその成果 を世 に問 うてい る。以上 の研究 以外 に
は,西 村睦男(京 都 大学)に よるfア ポWニ ウスの円」 に基 づ く中心地勢 力圏画定 モデル に関 す
る理論的研究 を,オ リジナル性の高 い成果 として挙 げるこ とがで きるで あろう.
これ らの地理学者 たちが多 くの研究 を発表 した1950～1960年代初頭 は,世 界 的に もみて も中
心地研究 の隆盛期 にあた り,あ る意味で は,日 本の人文地理学が世界の人文地理学 と研究パ ラダ
イムを共有で きた幸福 な時代で もあった.今 風 の言 い方 をすれ ぼ,グ ローバル ・ス タンダー ドな
研究が 日本 でも同時並行的 に行 なわれ,かつて ないほ ど日本 の人文地理学が世界の人文地理学 に,
質 的にも肉薄 していた時代 なので ある.残 念 なが ら,以 後現在 に至 るまで 日本の人文 地理学 界が
二度 とこうした稀有 な経験 をす る ことはなか った,
ここまでを中心地研究 の第一世代 の仕事 とすれ ぼ,江澤譲 爾(専修大学)に よるChristallerの原
著翻訳 は第一世代 の捧尾 を飾 るものであった.そ して,計 量分析手法 を駆使 して一世 を風靡 した
BrianBerry(シカゴ大学)の 中心地研 究の影 響 の下,1970年代 になる と第二世代の仕 事が始 まる.
林 上(名 古屋大学)の 名古屋大都市圏 とその周辺地域 をフ ィール ドとす る中心地研 究,西 村睦
男の愛弟子 ・碓井照子(奈 良女子大学)の 因子分析 を援用 した奈良盆地 での中心地研 究 は,い ず
れ もその代表 であ る.林 は実証研 究以外 にも,ChristallerやL6schの基本 的理論体系,な らび にそ
の後 に展 開す る理論 モデルに関 して,世 界 的にみて も極 めて精緻 な理論 的研究 を行 なってい る.
世 界の中心地研 究の趨勢 と同様 に,日本 で も1980年代以降 は,中心地研究 は人文地理学の研 究
フロンテ ィアか ら後退 してい くものの,立 地 ・配分 モデルに よる中心地理論 の(再)解 釈 といっ
た理論的研 究 は日本 で も石 嫡研二(東 京都立大学)等 に よって鋭意継続 されている.こ れ以外 に
も,中 心地研 究 と接 点を持 っ,定 期 市研究 と経済 的中枢管理機能研 究については,石 原 潤(京
都 大学),阿 部和俊(名 古屋大学)が それぞれ40年 以上にわたって息長 く取 り組 んでいる.
以上の よ うに概観 され る日本 の中心地研究 において,実 証研究 の質 ・量な らびに時宜 を得 た海
外の 中心地研 究の動向紹介 とい う点か らみて,その第一人者 と呼ぶべ き研究者 は森川 洋で ある.
日本 の中心地 システ ム成立 にお ける歴 史的要 因の重要性 の指摘 英 語圏では顧 み られ ることのな
か った1950年代 の ドイ ツ中心地研 究の動向紹介等 は,森川 の特筆 すべき業績 である.森川 は 自ら
の国 内での研 究成果 を携 えて,PeterSch611er,HansBobekといった ドイ ツ ・オース トリアの中心
地研究 スペ シャ リス トの下 に赴 き,さ らなる研 鐙 に励 む とともに,日 本 の中心地研究 の紹介 に尽
力 し,日 本 を代表す る中心地研究 スペ シャ リス トとしての評価 を得 た.ま た,中 心地研 究 とい う
専門 を離 れて も,広 く内外 の文献 を渉猟 し,そ れ を踏 まえて実証研 究 に着実 に取 り組む研 究ス タ
イル は,と りわけ文系 の若手人文地理学者 の手本 ともな るもので あった。
この よ うに中心地研究 の分 野で傑 出 した業績 を長年 にわ たって上 げて こられ た森川先生 は,
2015年にめで た く傘寿 を迎 え られた.そ れを祝 して,本 号 は,森 川先生の傘寿祝賀記念号 とす る
ことに した.掲 載論文 は,巻 頭 に配 した森川先生 の未発表 の卒業論文,中 心地研究 に関す る論文
2編 そ して晩年のChristallerが取 り組んだ観 光 ・ツー リズム分野 の論文1編 か らなっている.生
前,森 川先生 と親交 があ り,日 本 の中心地研究 の事実上 の先駆者で あった渡辺良雄がかつて在職
した東京都立大学(現 首都大学東京)地 理学教室 と関係が深 い 『理論地理学 ノー ト』が,森 川先
生 の傘寿 を祝 う特集号 を発行す ることは意義深 く,大 変喜 ぼ しいこ とといえよ う.奇 しくも本年
は,還 暦 を迎 え ることな く逝 去 した渡辺 の没後30年 で もあ る.
森 川先生 は,1980年代 以降 研 究テーマを中心地研究 以外の都市地理学,地 理学史,行 政 地理
学等 に広 げ られていかれ たが,都 市 システム,西 ドイ ツの空闘整備 計画 そ して平成 の大合併等,
中心地研究 と接 点を持つ研究 テーマに常 に関心 を持 ち続 け られ,現在 に至 ってい る.嚥 事 これ名
馬」 の こ とわ ざにもあ るよ うに,今 後 とも森川先生 に は日本地理 学界のLegendとして健筆 を振
るっていただ くことを願 ってやみませ ん.
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